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第４章 対象事業の事業予定地及びその周辺地域の概況 

 

 事業予定地は、図 1-4-1 に示すとおり、名古屋市港区に位置し、現在、主に貨物船

が自動車や資材等を輸送する公有水面として利用されている。 

事業予定地が位置する金城ふ頭は、貨物船が接岸する商港機能のほか、国際展示場

やリニア・鉄道館など、市民等が利用する施設もある。 

 名古屋市は、この金城ふ頭内に“モノづくり文化”を発信・継承するため、「産業技

術」をテーマとして人々が交流する拠点を創出する「モノづくり文化交流拠点構想」

を計画している。この構想における“モノづくり文化交流拠点全体エリア”内に、民

間事業者によるテーマパーク“LEGOLAND JAPAN”が平成 29 年 4 月に開業した。 

事業予定地は、この“モノづくり文化交流拠点全体エリア”の南に位置している。 
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図 1-4-1 事業予定地とその周辺地域 
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 事業予定地及びその周辺地域の概況を整理する区域として、工事中の騒音、水質、

安全性及び供用時の安全性の影響範囲に着目し、街区を考慮して、表 1-4-1 及び図 1-

4-2 に示す区域（以下、「調査対象区域」という。）を設定した。 

 

表 1-4-1 調査対象区域 

区 名 学 区 名 

港 区 野跡学区の一部 

 

 以降は、この調査対象区域を中心に、事業予定地周辺の地域特性を「自然的状況」

及び「社会的状況」に分けて整理した。 

 資料の整理に当たっては、学区毎の区分ができるものについては野跡学区について、

区のデータしか得られないものについては港区について行った。 

 資料の収集は、平成 29 年 6 月末の時点で入手可能な最新の資料とした。 
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図 1-4-2 調査対象区域図 



- 41 - 

4-1 自然的状況 

(1) 地形・地質等の状況 

① 地形・地質 

ア 地 形 

(ｱ) 陸 上 

 調査対象区域のうち、陸域部（以下、「調査対象区域（陸域部）」という。）及びその

周辺の地形は、図 1-4-3 に示すとおり、低地及びその他（河川等）の地形に区分され

る。 

 また、名古屋港の埋立完成年の状況は、図 1-4-4 に示すとおりである｡調査対象区域

は、明治 34 年から平成 3 年にかけて埋立てが行われた区域であり、事業予定地の位置

する金城ふ頭は、昭和 37 年から平成 3 年にかけて埋立てが行われた区域である。 

 
出典）「地形分類図 桑名･名古屋南部」（愛知県，昭和 60 年） 

出典)「名古屋港のあらまし（ふ頭紹介）」（名古屋港ホームページ） 

 

(ｲ) 海 底 

調査対象区域及びその周辺の海底の地形は、図 1-4-5 に示すとおりである。事業予

定地及びその周辺の水深は 3～16ｍ程度であり、事業予定地の東には北航路により掘

り下げられた深場がある。 

 
出典）「W1055A 名古屋港北部」（海上保安庁，平成 28 年） 

 

イ 地 質 

(ｱ) 陸 上 

 調査対象区域（陸域部）及びその周辺の表層地質は、図 1-4-6 に示すとおり、未固

結堆積物である。 

 
出典）「表層地質図 桑名･名古屋南部」（愛知県，昭和 60 年） 

 

(ｲ) 海 底 

調査対象区域及びその周辺の海底の地質は、図 1-4-5 に示すとおりである。事業予

定地及びその周辺の海底の地質は、泥が広く分布している。 

 
出典）「W1055A 名古屋港北部」（海上保安庁，平成 28 年）  
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図 1-4-3 地形分類図 
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図 1-4-4 名古屋港の埋立完成年の状況 
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図 1-4-5 海底の地形及び地質図 
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図 1-4-6 表層地質図 
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ウ 干潟、藻場、砂浜 

伊勢湾の海岸線の現状図は、図 1-4-7 に示すとおりである。事業予定地周辺の海岸

線は、人工海岸となっている。 

また、「愛知県の自然環境」によると、調査対象区域周辺に藻場の記載はない。 

なお、調査対象区域の北北西には藤前、新川口、庄内川口の干潟（その大半がラム

サール条約登録湿地）が、北西には飛島干潟がある（図 1-4-8 参照）。 

 
出典）「伊勢湾環境データベース」（国土交通省名古屋港湾空港技術調査事務所ホームページ） 

「愛知県の自然環境」（愛知県，昭和 60 年） 

「自然環境保全基礎調査（干潟調査）」（環境省ホームページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4-7 海岸線の現状図（伊勢湾） 

  



- 47 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4-8 干潟の位置図 
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② 地 盤 

 調査対象区域には、中部地方整備局の水準点が 1 地点、名古屋港管理組合の水準点

が 8 地点及び名古屋市の水準点が 2 地点ある。平成 27 年度の測量結果では、年間 1cm

以上沈下した水準点はない。 

 
出典）「平成 27 年度 濃尾平野地域地盤沈下等量線図」（東海三県地盤沈下調査会，平成 28 年） 

 

③ 土壌汚染 

調査対象区域では、金城ふ頭の一部の区域及び野跡二丁目の一部の区域において平

成 27 年に土壌調査が行われている。その結果、「砒素及びその化合物」、「ふっ素及び

その化合物」及び「鉛及びその化合物」が溶出量基準を上回り、形質変更時要届出区

域に指定されている。 

 
出典）「土壌汚染対策法に基づく区域の指定」（名古屋市ホームページ） 
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(2) 水環境の状況 

① 水 象 

ア 海域における潮位 

調査対象区域は名古屋港港湾区域に含まれている。名古屋港の潮位は、表 1-4-2 及

び図 1-4-9 に、名古屋港検潮所の位置は、図 1-4-10 に示すとおりである。 

名古屋港の潮位は、名古屋港基準面（N.P.）に対して平均水面＋1.40ｍ、朔望平均

満潮面＋2.61ｍ、朔望平均干潮面＋0.04ｍであり、潮位差は 2.57ｍである。 

また、過去の既往最高潮位は＋5.31ｍ（昭和 34 年 9 月 26 日、伊勢湾台風）、既往最

低潮位は－0.50ｍ（平成 2 年 12 月 4 日）である。 

なお、東京湾平均海面（T.P.）は、名古屋港基準面の＋1.41ｍとなっている。 

 
出典）「名古屋港の潮位」（名古屋港ホームページ） 

出典）「潮位観測情報」（気象庁ホームページ） 

 

表 1-4-2 名古屋港の潮位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4-9 名古屋港の潮位 

 

潮位種別 潮位（ｍ） 観　測　時 備　　　　　考

朔望平均満潮面 2.61 昭和23～昭和31年 観測平均
夏季（5月～10月）：2.71ｍ
冬季（11月～4月）：2.52ｍ

朔望平均干潮面 0.04 昭和23～昭和31年 観測平均
夏季（5月～10月）：0.17ｍ
冬季（11月～4月）：-0.09ｍ

平均水面 1.40 昭和43年5月～昭和44年4月 海上保安庁水路部決定

既往最高潮位 5.31 昭和34年9月26日 伊勢湾台風

既往最低潮位 -0.50 平成2年12月4日 －
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図 1-4-10 名古屋港検潮所の位置 
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